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1，地下水

座間の水道水の85％は地下水、15％は県水でまかなっていた

⇒第3水源で100ng/l 検出されたことから、

第3水源は2021年11月より取水停止。

県水の量を増やして対応。

第3水源・・・毎月1回調査

他の水源・・・3ヶ月に1回調査

第3水源の調査 PFOS及びPFAS合計
（単位ng/ℓ）

2020年10月 79ng/ℓ

2020年12月 61ng/ℓ

2021年10月 100ng/ℓ



2，鳩川（流入排水路）

河川名 市町村名 地点名 PFOS PFOA 合計値

道保川 相模原市 道保川公園下流 250 43 290

鳩川 相模原市
/座間市

六反橋 13 6.4 19

鳩川 座間市 平和橋下流 75 9.7 85

鳩川 座間市 見取橋 48 8.7 56

~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~~

2021年2月 神奈川県の調査

2022年9月 市が初めて独自調査 平和橋で180ng/ℓ



鳩川平和橋からキャンプ座間方面に
重点調査予定

2023年5月20日神奈川新聞 より



市議会の動き
• 2022年9月議会 議員が提出した「有機フッ素化合物に関する意見書」全会一致で可決

1. 原因究明と適切な対策を講じること

2. PFOS,PFOAについて環境基準および水質基準を設定し、規制項目とすること

3. 地方公共団体が行う調査及び対策にかかる費用について、財政的措置を講じること

4. 米軍キャンプ座間におけるPFASを含む泡消火剤について、過去の使用状況を公表すること。

・2022年12月、市民団体が提出した「原因究明と健康調査を求める」陳情署名（1049筆）は

自民党、維新・国民民主系会派の反対で不採択

・他、一般質問など議会で追及している



座間市から国への要望書

•地下水及び公共水域における有機フッ素化合物調
査に係る費用を負担する等、財政措置等を講じる
こと。

•地下水及び公共水域における有機フッ素化合物に
ついて、基準変更等、その扱いを変更する際は、
速やかに情報提供をすること。



座間市から県への要望書

• 費用負担を求める

1）2022年度実績

①地下水・湧水中のPFAS分析委託料 88万円

②市内河川水質分析委託料291万円（PFAS以外の調査も含む）

2）2023年度予算

①地下水・湧水中のPFAS分析委託料117万円

②排水路中のPFAS分析委託料198万円

③市内2河川の水質分析委託料294万円



市民の動き

〈2021年～これまで行ったこと〉

・PFASを知るための学習会開催

・外部の学習会等に参加

・署名活動

・

〈今後に向けて〉

・健康調査の手法を知るための学習会開催

・血液検査に向けて動き出したい
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